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１．研究課題 

ダイナミンによる細胞骨格制御機構とその破綻に関わる病態解明 
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３．研究成果 

別紙のとおり 

 





光プレートリーダーにて測定した。精製したダイナミン１は、２つの脱重合促進剤に

よるチューブリンの脱重合を、濃度依存的に抑制した。 

 

昨年までの結果を合わせ、ダイナミン１が、微小管を束ねることで微小管を安定化さ

せ、ポドサイトの形態、機能維持に働いていることが明らかになった。本研究は、米

国実験生物学連合会の学会誌である FASEB Journalの 2020年 12月号に掲載され、さ

らに本論文が 12月号表紙に採択された。 

 

成果発表 

著者：The Mon La, Hiromi Tachibana, Shun-Ai Li, Tadashi Abe, Sayaka Seiriki, Hikaru 
Nagaoka, Eizo Takashima, Tetsuya Takeda, Daisuke Ogawa, Shin-Ichi Makino, Katsuhiko 
Asanuma, Masami Watanabe, Xuefei Tian, Shuta Ishibe, Ayuko Sakane, Takuya Sasaki, Jun 
Wada, Kohji Takei, Hiroshi Yamada 
題：Dynamin 1 is important for microtubule organization and stabilization in glomerular 
podocyte  
掲載誌：The FASEB Journal, 34, 16449-16463, 2020 
 

今後の課題 

本研究では、ポドサイトの細胞機能を含め、ダイナミン１及び２の細胞骨格制御機構

の解析を行っている。まずは、ダイナミンによる微小管制御機構の一端を明らかにす

ることができた。本研究と並行して高島博士との共同研究であるダイナミン２による

アクチン制御機構の解析も進んでいる。ダイナミン２ーアクチン線維の構造も明らか

にされつつある。今後、議論を進めつつ、さらに研究を遂行する予定である。 
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